
目標設定シート
　　　(２００９年度)

対象部局 社会学研究科

大項目 0 理念・目的

中項目

小項目 0.0.1 大学・学部・研究科等の理念・目的は、適切に設定されているか。

要素 理念・目的の明確化

実績や資源からみた理念・目的の適切性

個性化への対応

小項目 0.0.2 大学・学部・研究科等の理念・目的が、大学構成員（教職員および学生）に周知され、社会に公表
されているか。

要素 構成員に対する周知方法と有効性

社会への公表方法

小項目 0.0.3 大学・学部・研究科等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか。

要素

○2009年度からの目標

○指標　　　

部局と評価項目・要素

1.理念・目的を再検証する委員会常設の有無

2.ホームページ、広報誌、入試要項による公表の有無

1.社会情勢の変化に対応した理念・目的の再検証、公表

2.これからの社会で求められる専門教育の理念・目的を設定／明確化とその公表

社会学研究科は、博士課程前期・後期課程を設け、応用研究および先端的研究を発展充実させるとともに、研究成果を
社会に還元し、社会貢献できる高度専門職業人の養成にも力を注いできた。近年、人びとの生活に関わる問題は、いよ
いよ複雑化、深刻化する傾向にあることから、高度な専門職業人の養成は素より、専門性を支える研究の高度化、力量
のある研究者の養成という社会的ニーズに応えるべく、より一層の充実をはかっていく。
「ソーシャルリサーチ」「ソシオリテラシー」をキーコンセプトに据え、理論的・実証的な研究を現実課題の解決に応
用できる能力の涵養を目指している。前期課程では社会調査の専門家を求める産業界のニーズに応える「専門社会調査
士コース」も設置し、社会学の基礎力涵養に力を入れている。また後期課程では「先端社会研究所」とも連携し、世界
をリードする独創的研究を担う若手研究者育成を目指している。

＜付記＞社会学研究科の理念・目標
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